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譲することとした上で、政令第２２条第２項に、政令第１１条（指定医療機関

の指定）、第１２条（届出）及び第１３条（指定辞退の申出）に関する規定に

ついて、都道府県知事がこれらの事務・権限を行う場合に必要な読替規定が設

けられました。 

なお、整備政令の施行の前に厚生労働大臣による指定を受けた指定医療機関

については、整備政令の施行の日後、都道府県知事による指定を改めて受ける

必要はないとされております。 

また、整備省令により省令の改正を行い、現在、地方厚生局長に委任してい

る指定等事務・権限及びこれに付随する事務・権限について、所要の整理が行

われることとされております。 

つきましては、貴会におかれましても本件にご了知いただくとともに、貴会

管下関係医療機関にご周知いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

＜添付資料＞ 

原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律に規定する指定医療機関の指定等に

関する事務・権限の移譲について 

（平 27.3.31 事務連絡 厚生労働省健康局総務課原子爆弾被爆者援護対策室） 
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原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律に規定する指定医療機関の 

指定等に関する事務・権限の移譲について 

 

「事務・権限の移譲等に関する見直し方針について（平成２５年１２月２０日閣議決定）」

において、原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律（平成６年法律第１１７号。以下「法」 

という。）第１２条第１項に規定する指定医療機関の指定に係る事務・権限及び法第１２

条第３項に規定する指定の取消しに係る事務・権限（以下「指定等事務・権限」という。） 

について、都道府県知事に移譲するとされていたところであります。 

今般、「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整

備に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係政令等の整備等に関する政令（平成２７年政

令第１２８号。以下「整備政令」という。）」及び「地域の自主性及び自立性を高めるた

めの改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係省

令の整備に関する省令（平成２７年厚生労働省令第５５号。以下「整備省令」という。）」

が平成２７年３月３１日公布され、平成２７年４月１日から施行されることとなりました。 

これにより、整備政令において原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律施行令（平成

７年政令第２６号。以下「政令」という。）の所要の改正が行われるとともに、整備省令

において原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律施行規則（平成７年厚生省令第３３号。

以下「省令」という。）の所要の改正が行われ、指定等事務・権限について、都道府県知

事に移譲されることとなります。 

具体的には、整備政令により政令第２２条第１項の改正を行い、法第１２条第１項（指

定医療機関の指定）及び同条第３項（指定医療機関の指定取消し）並びに第１３条第２項

（指定医療機関の指導）に係る権限を都道府県知事に移譲することとした上で、政令第２

２条第２項に、政令第１１条（指定医療機関の指定）、第１２条（届出）及び第１３条（指

定辞退の申出）に関する規定について、都道府県知事がこれらの事務・権限を行う場合に

必要な読替規定が設けられました。 

なお、整備政令の施行の前に厚生労働大臣による指定を受けた指定医療機関については、

整備政令の施行の日後、都道府県知事による指定を改めて受ける必要はないとされており

ます。 

 



また、整備省令により省令の改正を行い、現在、地方厚生局長に委任している指定等事

務・権限及びこれに付随する事務・権限について、所要の整理が行われることとされてお

ります。 

つきましては貴会会員への周知方ご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 

＜添付資料＞ 

原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律に規定する 

指定医療機関の指定等に関する事務・権限の移譲について 

（平 27.3.31 事務連絡 厚生労働省健康局総務課原子爆弾被爆者援護対策室） 
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日本医師会

　

御中

厚生労働省健康局総務課
原子爆弾被爆者援護対策室

原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律に規定する指定医療機関の
指定等に関する事務・権限の移譲について

　

平素より原子爆弾被爆者に対する援護にご協力頂き、厚く御礼申し上げます。

　

さて、 平成２７年４月１日から 「地域の自主性及び自立性を高めるための改革

の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係
政令等の整備等に関する政令 （平成２７年政令第１２８号）」及び「地域の自主性
及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法
律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令（平成２７年厚生労働省
令第５５号）」 が施行され、原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律（平成６
年法律第１１７号） 及び原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律施行令（平成
７年政令第２６号） に規定する指定医療機関の指定等に係る事務・権限が厚生労
働大臣から都道府県知事に移譲されます。

　

今般、別添のとおり各都道府県並びに広島市及び長崎市宛て通知し、管下の
関係者及び関係団体等に対しても周知を行うよう依頼しましたので、 貴団体に
おかれましても御承知置きいただきますよう、お願い申し上げます。
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「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係政令等の整備等に関する政令」
及び「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法
律の整備に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令」
の施行について（原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律関係）

　

「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律
の整備に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係政令等の整備等に関する政令
（平成２７年政令第１２８号。 以下 「整備政令」 という。）」 及び 「地域の自主性

及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法
律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令（平成２７年厚生労働省
令第５５号。 以下 「整備省令」 という。）．」 が本日公布され、 平成２７年４月１
日から施行されることとなった。
原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律（平成６年法律第１１７号。以下「法」
という。） に係る整備政令及び整備省令の改正の趣旨及び概要は下記のとおり

であるので、 ご了知の上、 関係者及び関係団体等に周知を図るとともに、 実施

に遺漏のないようお願いしたい。 なお、 移譲した事務・権限が円滑に実施され

るよう、 万全の支援を行う所存であるので、 不明な点等があればご照会願いた
し、ｏ

記

第１ ・改正の趣旨

　

「事務・権限の移譲等に関する見直し方針について （平成２５年１２月２０日閣
議決定）」において、法第１２条第１項に規定する指定医療機関の指定に係る事
務・権限及び法第１２条第３項に規定する指定の取消しに係る事務・権限（以下
「指定等事務・権限」 という。） について、 都道府県知事に移譲することとさ

れた。 このことを踏まえて、 整備政令において原子爆弾被爆者に対する援護に

関する法律施行令（平成７年政令第２６号。以下「政令」という。）の所要の改
正を行うとともに、整備省令において原子爆弾被爆者に対する援護に関する法
律施行規則 （平成７年厚生省令第３３号。 以下 「省令」 という。） の所要の改正



を行うことより、 指定等事務・権限及びこれに付随する事務・権限について、
都道府県知事に移譲するものである。

第２

　

改正の概要

（１） 整備政令による政令の改正について

　

整備政令により、
・

　

政令第２２条第１項の改正を行い、法第１２条第１項（指定医療機関の指定）

　

及び同条第３項（指定医療機関の指定取消し）並びに第１３条第２項（指定

　

医療機関の指導）に係る権限を都道府県知事に移譲することとした（整備政

　

令第２８条第１項関係）。

　

・

　

また、政令第２２条第２項において、政令第１１条（指定医療機関の指定）、

　

第１２条（届出）及び第１３条（指定辞退の申出） に関する規定について、都

　

道府県知事が・これらの事務・権限を行う場合における必要な読替規定を設け

　

ることとした （整備政令第２８条第２項関係）。

　

なお、整備政令の施行の前に厚生労働大臣による指定を受けた指定医療機関
については、整備政令の施行の日後、都道府県知事による指定を改めて受ける

必要はないため、 ご留意されたい （整備政令附則第４条関係）。

（参考）都道府県知事に対する移譲事務・権限

　

①

　

指定医療機関の指定 （法第１２条第１項、 政令第１１条）

　

②

　

指定医療機関の指定の取消し （法第１２条第３項）

　

③

　

指定医療機関の指導 （法第１３条第２項）

　

④

　

指定医療機関の変更届出等（政令第１２条）

　

⑤

　

指定医療機関の指定辞退の申出（政令第１３条）

（２） 整備省令による省令の改正について

　

指定等事務・権限及びこれに付随する事務・権限を厚生労働大臣から都道

府県知事に移譲することに伴い、 現在、 地方厚生局長に委任しているこれら

の事務・権限について、所要の整理を行うこととした（整備省令第２０条関係）。
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等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

　

（
内
閣
府
・
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
一
）

四六

領

　　

地

０
戦
没
者
等
の
麦
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支

給
法
施
行
令
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る

担
保
権
者
を
定
め
る
省
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

　

財^
務
一
四）

署

０
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

　

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

　

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

　

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の

　

整
備
に
関
す
る
省
令

　

＾
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
二
）

　　

●

　　　

署

０
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

　　

・

　

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

　

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

　

厩
幣
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る

省
令
（
厚
生
労
働
五
五
）
森
畑
Ｊ

　　　　　

五一

〇
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
ー
部
を
改
正
す

　

る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関

　

係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
（
同
五
六
）

」
五

〇
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的

　

な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

　

整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に

　

伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に

　

関
す
る
省
令
（
同
五
七
）

　　　　　　　

一。＝

○
介
護
保
険
法
第
百
二
十
二
条
の
二
第
二
項

　

に
規
定
す
る
交
付
金
の
額
の
算
定
に
関
す

る
省
令
（
同
五
八
）

　　　　　　　　　　

一
員

○
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
＾
同
五
九
）

　　　　　　　　　

一二七

〇
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

　

正
す
る
省
令
（
藤
林
水
産
三
二
）

　　　　

－二八

〔
府
令
・
復
興
庁
令
・
省
令
〕

０
労
働
委
員
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
（
中
央
労
働
委
一
）

　　　　　　　　　

一
元

〔
省

　　

令
〕



（号外第７２号）

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
政
令
等
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
，

御

　

名

　　

御

　

璽

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

　

晋
三

　　

の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
政
令
等
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
Ａ
平
成
ニ
十
六
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
．

　

＾
晃
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
ｇ

弟
一
条

児
童
福
祉
法
施
行
令
＾
昭

平成２７年３月３１日

　

火曜日

目
次
中
「
第
三

第
二
条
を
削
り
、

第
三
条

　

法
第
十
一

区
域
は
、
．
法
に

二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

の
二
」
に
改
め
る
。

一
条
と
し
、
第
一
掌
中
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
．

定
に
よ
り
置
か
れ
る
児
童
福
祉
司
（
以
下
「
児
童
福
祉
司
」
と
い
う
。）
の
担
当

法
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
指
定
を
受
け
た
講
習
会
の
実
施
者
は
．
当
該
講
習
会
の
実
施
後
一
月
以
内
に
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
当
該
講
習
会
の
開
催
地
の
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都
道
府
県
知
事
は
、
法
及
び
こ
の
政
令
の
施
行
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
，
そ
の
必
要
な
限
度
で
、
指

定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
の
長
に
対
し
、
教
育
方
法
、
設
備
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
、
若
し
く
は

指
導
を
し
、
．
又
は
当
該
職
員
に
、
そ
の
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
．

前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、

関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

都
遺
府
県
知
事
は
．
指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
に
つ
き
、
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
、
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
指
導
に
従
わ
な
い
と
き
、

又
は
次
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
の
設
置
者
等
は
、
指
定
の
取
消
し
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
学
年
の
開
始

月
又
は
講
習
会
の
実
施
月
の
二
月
前
ま
で
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
当
該
指
定
児
童
福
祉
司
養
成

第
二
十
七
条
の
十
二
の
表
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
五
第
二
項
第
二
号
の
項
中
「
い
う
こ
の
下
に
「
次
号
及
び
」

施
段
等
の
所
在
地
等
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
五
鱒
二

　

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所

項
第
三
号

障
害
児
入
所
施
設

指
定
障
害
児
ゐ
所
施
設
の
設
置
者

を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
．

策
三
条
の
二

　

法
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
施
設
又
は
講
習
会
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
五
条
の
三
に
お
い
て

　

一
指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
建
立

と
い
う
。）
の
指
定
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
施
設
又

は
講
習
会
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　

指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
施
設
の
設
置
者
又
は
講
習
会
の
実
施
者
＾
以
下
こ

　

の
条
に
お
い
て
「
設
置
者
等
」
と
い
う
Ｊ
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
尊
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
当
該
施

設
の
所
在
地
又
は
講
習
会
の
開
催
地
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

所
在
地
等
」
と
い
う
。）
の
都
道
府
県
知
事
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
設
置
者
等
が
法
人
＾
地
方
公
共
団
体
を
除
く
．）
で
あ
る
と
き

は
、
申
請
書
に
定
款
、
寄
付
行
為
そ
の
他
の
規
約
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　

指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
の
設
置
者
等
は
、．
前
項
の
申
請
書
の
記
載
事
項
＾
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

　

の
に
限
る
．）
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
の
所
在
地
等
の
都
道
府
県
知

事
に
申
請
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
の
設
置
者
等
は
、
第
二
項
の
申
請
書
の
記
載
事
項
（
前
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
Ｊ
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
変
更

　

の
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
の
所
在
地
等
の
都
道
府
県
知
事

　

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

法
第
十
三
条
鱒
二
項
第
一
号
の
指
定
を
受
け
た
施
設
の
長
は
、
毎
学
年
開
始
後
三
月
以
内
に
、
厚
生
労
働
省
令

　

で
定
め
る
事
項
を
，
当
該
施
設
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条

命
ず
る

　

，

開
設
者

申
し
出
る

主
務
大
臣

　　　　　　　　

、

第
二
条
第
二
項
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
ー
条
の
四
第
二
損」
に
改
め
る
。

人
口
お
お
む
ね
四
万
か
ら
七
万
ま
で

　

第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
の
規
定
に
よ
る
助
言
一

　

の
下
に
「、
法
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
並
び
に

第
三
条
の
二
鱒
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で、
第
十
項
及
び
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
号
に
規
定
す
る
施
設
及
び
講
習

会
の
指
定
等
」
を
加
え
、
「
第
二
節
第
三
款
＾
法
第
二
十
四
条
の
十
九
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
」

を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
児
童
相
談
所
長
－
と
」
の
下
に
「
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
五
第
二
項
第
二
号
中

　

「
と
い
う
Ｊ
」
と
あ
る
の
は
「
と
い
う
Ｊ
又
は
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
の
児
童
相
談
所
設
置
市
（
以
下
「
児
童
相

隣
所
設
置
市
」
と
い
う
．
ご

と
、
層
遷
都
市
の
長
ー
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
長
又
は
児
童
相
談
所
設
置
市
の
市

　

長
一
と
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
指
定
都
市
の
長
ー
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
長
又
は
児
童
相
談
所
設
置
市
の

市
長
」
と
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
鱒
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
五
項
中

　

「
指
定
都
市
の
長
ー
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
」
を
加
え
る
。

　

＾
医
療
法
施
行
令
の
一
部
改
正
Ｙ

第
二
条

　

医
療
法
施
行
令
＾
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
の
表
第
七
条
第
一
項
の
項
か
ら
第
十
二
条
第
二
項
の
項
ま
で
、
第
十
五
条
第
三
項
の
項
及
び
第
十
六
条
但

書
の
項
を
削
り
、
同
表
第
二
十
三
条
の
二
の
項
及
び
悌
二
十
四
条
第
一
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

第
二
十
三
条

そ
の
開
設
者

　　　　　　　　　　　　　

主
務
大
臣

　

の
二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

壁
尉
四
条
そ
の
墨
者

使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
禁
止
し
、
又
は

期
限
を
定
め
て
、
修
繕
若
し
く
は
改
築
を
命

ず
る

そ
の
人
員
の
増
員
を
申
し
出
、
又
は
期
間
を

定
め
て
、
そ
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

の
停
止
を
申
し
出
る

使
用
の
制
限
若
し
く
は
停
止
を
申
し
出
、
又

は
期
限
を
定
め
て
，
そ
の
修
繕
若
し
く
は
改

築
を
申
し
出
る
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第
八
条
中
「
主
務
大
臣
の
し

　

を

　

一
行
政
庁
の
」
に
．
「
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
主
務
大
臣一

を
「
行
政
医

　

に
改
め
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
．

　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
設
置
者
が
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経

由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
九
条
の
表
以
外
の
部
分
中
「
第
三
条
」
を
「
第
二
条
ー

　

に
改
め
、
同
条
の
表
第
三
条
の
項
中
欄
中
「
そ
の
所
在

地
の
都
道
府
県
知
事

　

＾
公
立
の
学
校
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
教
育
委
員
会
。
以
下
同
じ
Ｊ
を
経
由

し
て
、
主
務
大
臣
－
を
ー
行
政
庁
ー
に
改
め
、
「
な
ら
な
い
」
の
下
に
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
設
置
者
が
学

校
の
設
置
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事

　

＾
公
立
の
学
校
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道

府
県
教
育
委
員
会
。
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
並
び
に
第
八
条
に
お
い
て
同
じ
．）
を
経
由
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー
を
加
え
、
同
項
下
欄
中
「主
務
大
臣
一

　

を
「
行
政
庁
ー

　

に
改
め
、
同
項
の
前
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

ー謹
蒸－
葦
‘

　　　

一蹴
帯
議
縫
難
繋
護一

策
九
条
の
表
第
四
条
第
一
項
の
項
中
澗
中
「
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
主
務
大
臣」
を
「
行
政

庁
ー
に
改
め
、
「
な
ら
な
い
」
の
下
に
「。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
設
置
者
が
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
と
き
は
、

そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
加
－
《

　

同
頃
下
欄
中
「主
務
大
臣」
を

「
行
政
庁
ー
に
改
め
、
同
表
弟
四
条
第
二
項
の
項
中
楊
中
「
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
主
務
大

臣
－

　

を
「
行
政
庁
」
に
改
め
、
「
な
ら
な
い
」
の
下
に
「。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
設
置
者
が
学
校
の
設
置
者
で

あ
る
と
き
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
加
え
、
同
項
下
欄
中
「
主

務
大
臣
－

　

を
「
行
政
庁
ー

　

に
改
め
、．
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

調
条
第

も
の
と
す
る

届
出 の
項

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
養
成
施
設

の
所
管
大
臣
が
厚
生
労
働
大
臣
で
あ
る
場
合

は
，
こ
の
限
り
で
な
い

通
知

　　　　　　　

・

こ
の
項
、
次
条
第
二
項

第
四
条
第

　

こ
の
項

三
項

平成２７年３月３１日

　

火曜日

　

弟
九
条
の
表
鏡
五
条
の
項
上
欄
中
「第
五
条
－
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
中
欄
中
「
そ
の
所
在
地
の

都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
主
務
大
臣
」
を
「
行
政
庁」
に
改
め
、
【
な
ら
な
い
」
の
下
に

こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
設
置
者
が
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
を
加
え
、
同
項
下
欄
中
－主
務
大
臣」
を
「
行
政
庁
ー

　

に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
項

も
の
と
す
る

当
該
報
告

報
告

臓
器醐サ滋
磨
蹴蝋纏畑鵠

当
該
通
知

通
知
を

第
九
条
の
表
第
七
条
の
項
上
棚
中
「
鋸
七
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
中
欄
及
び
下
欄
中

霧
祁
ニ

条」
を
「
第
二
条
第
一
項
』
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

－一
項　
　
　
　

　　　

　
　
　　　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は
、

こ
の
限
り
で
な
い

第
九
条
の
表
第
八
条
の
項
上
欄
中

を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
項
中
欄
中
「
そ
の
所
在
地
の
都
道
府
県

に
改
め
、
「
な
ら
な
い
」
の
下
に
「．
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

を
加
え
、
同
項
下
樋
中
－主
務
大
臣」
を
「
行
政
庁
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を
「（
行
政
庁
等
）」
に
改
め
．
同
条
第
一
項
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
行
政
庁
」
に
、
「
厚
生
労
働

大
臣
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
第
八
条」
を
「第
三
条
後
段
、
第
四
条
第
一
項
後
段
及
び
第
二
項

一一
十
八
条

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
＾
平
成
七
年
政
令
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
法
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
法
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
，
第
十
三
条
第
二
項
、

第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項ー

　

を

扇一川
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

　

前
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
都
道
府
県
知

　

事
が
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
桐
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

第
十
三
条

第
十
二
条

噂
空
琴
壕

臨
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て、
厚
生
労
働
大

都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
速
や
か
に
、

厚
生
労
働
大
臣

そ
の
所
在
地

開
設
者
－
国^
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）

邸
溝
県
知
事
を
経
巴
て、
厚
生
謡
大

）
で
あ
っ
て
国
以
外
の
も
の
は

曜
府
県
撃
を
蟹
し
て、
厚
生
労
働
大

開
設
者
＾
国
を
除
く
。）

都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
知
事

速
や
か
に
、
そ
の
所
在
地

開
放
者

都
道
府
県
知
事

）
は
都
道
府
県
知
事

開
設
者

第
二
十
九
条

　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
施
行
令

　

＾
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
十
六
号
）
の
ー
部
を
次
の
よ
う

　

に
改
正
す
る
。

　

第
十
六
条
第
ー
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　　

一

　

削
除

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

第
十
六
条
第
一
項
第
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十
八

　

．削
除

　

第
十
六
条
第
二
項
の
表
児
童
福
祉
法
第
二
十
条
第
五
項
の
項
及
び
母
子
保
健
法
第
二
十
条
第
五
項
の
項
を
削
り
，

　

同
表
医
療
法
施
行
令
第
一
条
及
び
第
四
条
の
五
の
頂
上
綱
中
「
及
び
第
四
条
の
五
」
を
削
り
、
同
表
保
健
師
助
産
師

　

看
護
師
法
施
行
令
第
二
十
一
条
の
表
第
十
三
条
第
一
項
の
項
、
第
十
三
条
第
二
項
の
項
及
び
第
十
四
条
の
項
の
項
上

　

桐
中
「
第
十
四
条
一

　

を
【
第
十
四
条
第
一
項一

　

に
改
め
、
同
表
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
施
行
令
弟
十
六
条

　

の
表
第
十
一
条
第
一
項
の
項、
第
十
－
条
第
二
項
の
項
及
び
第
十
二
条
の
項
の
項
上
編
中
「第
十
二
条ー
を
「第
十

　

一一
条
第
ー
項
に
に
改
め
、
同
表
視
能
訓
練
士
法
施
行
令
第
十
七
条
の
表
第
十
二
条
第
一
項
の
項
、
第
十
二
条
第
二
項

　

の
項
及
び
第
十
三
条
の
項
の
項
上
棚
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項一

　

に
改
め
る
。



２

　

施
行
甘”前
に
旧
医
療
法
施
行
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
医
療
法
第
八
条
の
二
第
二
項、
第

九
条
第
ー
項
及
び
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
機
関
に
対
し
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
施

行
日
前
に
そ
の
通
知
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
，
同
法
第
八
条
の
二
第
二
項
、．
第
九
条
第
ー
項

　

及
び
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
対
し
て
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ

　

い
て
そ
の
届
出
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
．

第
三
条

　

施
行
日
前
に
医
療
法
第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項十
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
六
条
、
第
十
八

条
並
び
に
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
又
は
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
さ
れ

て
い
る
許
可
の
申
請
で
、
施
行
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
許
可
又
は
許
可
の
申
請
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が

異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
．
施
行
日
以
後
に
お
け
る
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
自
治
法
施
行
令

（
以
下
一
新
地
方
自
治
法
強
行
令
」
と
い
う
。）
第
百
七
十
四
条
の
三
十
五
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
通
用
す
る
同

法
第
七
条
第
ー
項
及
び
第
二
項
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
並
び
に
第
二
十
七
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
又
は
許
可
の
申
請
と
み
な
す
．

（号外第７２号）
２

　

施
行
日
前
に
医
療
法
第
八
条
の
二
第
二
項
，
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
五
条
第
三
項
並
び
に
旧
医

療
法
施
行
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
機
関
に
対

し
届
出
及
び
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
施
行
日
前
に
そ
の
届
出
及
び
通
知
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に

　

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
新
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
五
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同

法
第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
五
条
第
三
項
並
び
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
医
療
法
施
行
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団

体
の
機
関
に
対
し
て
届
出
及
び
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
届
出
及
び
通
知
が
さ
れ
て
い
な

四
条

　

附
則
弟
二
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
行
日
前
に
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の

そ
れ
ぞ
れ
の
政
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
承
認
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
＾
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「処
分
等
の
行

為
」
と
い
う
。）
又
は
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
令
の
規
定
に
よ
り
さ

れ
て
い
る
承
認
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為

　

＾
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
請
等
の
行
為
一
と
い
う
．）
で
、
施
行
日
に

お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
け
る

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政

平成２７年３月３１日

　

火曜日

２

　

附
則
第
二
条
第
二
項
及
び
前
条
第
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
行
日
前
に
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ

ぞ
れ
の
政
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
都
道
府
県
の
機
関
に
対
し
報
告
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
事
項
で
、
施
行
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の

　

そ
れ
ぞ
れ
の
政
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
地
方
公
共」団
体
の
相
当
の
機
関
に
対
し
て
報
告
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の

　

そ
れ
ぞ
れ
の
政
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

　

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

　

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
医
療
法
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
都

市
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
指
定
都
市
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
条
例

　

で
定
め
る
基
準
は
．
当
該
指
定
都
市
が
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

２

　

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
医
療
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
都
市

．
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
指
定
都
市
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で

定
め
る
基
準
は
、
当
該
指
定
都
市
が
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

　

国^
立
研
究
開
発
法
人
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
医
療
法
施
行
令
等
の
規
定
の
技
術
的

読
替
え
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

　

国
立
研
究
開
発
法
人
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
医
療
法
施
行
令
等
の
規
定
の
技

術
的
読
替
え
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
後
段
を
削
る
．

　

独^
立
行
政
法
人
航
海
訓
練
所
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
法
施
行
令
の
規
定
の
技
術
的
統
替
え
等
に

関
す
る
政
令
の
一
部
改
正）

第
七
条

　

独
立
行
政
法
人
航
海
訓
練
所
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
法
施
行
令
の
規
定
の
技
術
的
誌
替
え

等
に
関
す
る
政
令

　

＾
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

第
二
条
後
段
を
削
る
．

　

（
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
ー
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に

関
す
る
政
令
の
一
部
改
一也▼

第
八
条

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整

備
に
関
す
る
政
令

平^
成
二
十
六
年
政
令
第
四
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
三
号
中

　

霧
…
四
条
」
を
「
第
三
条
一

　

に
改
め
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
内
閣
総
理
大
臣

　

安
倍

　

晋
三

　　

総
務
大
臣

　

山
本

　

早
苗

文
部
科
学
大
臣

　

下
村

　

博
文

厚
生
労
働
大
臣

　

塩
崎

　

恭
久

国
土
交
通
大
臣

　

太
田

　

昭
宏

　　

環
境
大
臣

　

望
月

　

義
夫



（号外第報官

○
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
五
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
｛平

成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
一

　　　　　　　

の
白

　　　　

目

　　　　　　

こ

　　　　　　　　　　　

こ

　　　

－

　　　　

三
月
三

　

一
日

　　　　　　　　　　　　　　　　　

厚
生
労
働
大
臣

　

塩
崎

　

恭
久
．

　　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

　　

の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

　

＾
児
童
福
祉
法
遊
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
ー
条

　

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

目
次
中
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
五
条
の
二
の
二
」
に
改
め
、
第
一
章
の
三
中
第
五
条
の
三
の
前
に
次
の
六
条
を

加
え
る
。

弟
五
条
の
二
の
二

　

令
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
別
表
に
定
め
る
も
の

　

以
上
の
教
育
内
容
で
あ
る
こ
と
。

第
五
条
の
二
の
三

　

学
校
又
は
施
設
の
設
置
者
に
係
る
令
第
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

　

る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
．

一

　

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二

名
称
及
び
位
置

５ 平成２７年３月３１日

　

火曜日

三

　

設
置
年
月
日

四

　

学
則



６８（号外第７２号）

　

（母
子
保
健
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正）

第
十
四
条

　

母
子
保
健
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
厚
生
省
令
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
二
条
中
「（
国
を
除
く
．
以
下
同
じ
。）－

　

を
削
り
、
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
第
一
号
中
「
法
第
二
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
指
定
の
権
限
並
び
に
」
を
削
り
、
「
第
二
十
一
条
の
三
及

び
同
法
第
二
十
条
第
八
項
ー

　

を
「
第
ニ
十
一
条
の
三
第
三
因

　

に
改
め
る
。

　

＾
製
菓
衛
生
師
法
施
行
規
則
の
ー
部
改
正
）

第
十
五
条

　

製
菓
衛
生
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
七
条
第
一
項
中
「
地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方
厚
生
支
局
長
＾
以
下
一
地
方
厚
生
局
長
等
」
と
い
う
Ｊ
」
を
「
当

該
指
定
に
係
る
養
成
施
設
の
所
在
地
の
都
道
府
県（知
事
」
に
改
め
る
。

　

第
十
九
条
中
－
地
方
厚
生
局
長
等
」
・
を
「当
該
指
定
養
成
施
設
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、
同
条
の

表
生
徒
の
定
員
の
項
中
「
養
成
施
級一

　

を
「
養
成
課
程一

　

に
改
め
る
．

　

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
ぷ
を

　

ー
次
の
と
お
り
と
す

る
。」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
ろ
。

　

ー

　

第
十
七
条
第
一
項
第
ニ
号
、
第
九
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項

　

二

養
成
施
設
の
教
員

　　　　

第
二
十
条
第
二
項
中
「
通
信
教
材
を
」
の
下
に
「
教
員
の
採
用
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
届
書
に
新
た
に

　　　

教
員
と
な
っ
た
者
の
履
歴
書
を
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
る
。

　　　

第
二
十
一
条
を
削
る
。

　　　

＾
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

　　

第
十
六
条

　

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
｛
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

報

　

ょ
ぅ
に
改
正
す
る
・

平成２７年３月３１日

　

火曜日

　

第
二
十
二
条
第
四
項
中
「
又
は
厚
生
労
働
査
邑

を
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
．

　

第
ニ
十
三
条
の
二
第
ニ
項
中
一
厚
生
労
働
客
足

　

の
下
に
「^
法
第
三
十
九
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す

　

る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
養
成
施
設
の
放
置
者
が
講
習
を
行
－つ
場
合
に
あ
っ
て
は
．
当
該
都
道
府
県
知
事
．
次

項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
，）」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
八
条
第
ー
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
号
」
を

　

霧
…
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
又
は
養
成
施
設」
を

削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
り
．
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
す
る
．

　

＾
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
政
指
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

　

社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
（
昭
和
六
十
ニ
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
十
一
条
第
一
項一

　

の
下
に
「
及
び
第
十
二
条
一

　

を
加
え
る
．

　

第
十
条
の
見
出
し
を
「（
令
弟
五
条
の
規
定
に
よ
Ｍ
比一撃
口
を
要
す
る
事
項）」
に
改
め
る
．

官

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

〔
令
第
十
－
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
要
す
る
事
項
Ｙ

第
十
二
条

　

令
第
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

　

一

　

指
定
を
し
た
場
合

　

第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（当
該
養
成
施
設
が
国
の
設
置
す
る
養
成
施
設
で

　

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
）

　

二

　

令
第
四
条
第
ー
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
承
認
を
し
た
場
合

　

第
八
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項

修^

　

業
年
限
十
養
成
課
程
、
入
所
定
員
及
び
学
級
数
に
関
す
る
事
項
に
限
る
．）

　

三

　

令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
場
合

　

第
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま

　

で
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項

　

修
業
年
限
、
養
成
課
程
、
入
所
定
員
及
び
学
級
数
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。）

　

四

　

令
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
受
理
し
た
場
合

　

弟
十
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項

　

五

　

令
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
場
合

　

指
定
を
取
り
消
し
た
旨
及
び
取
り
消
し
た
日
（
令
第

　

八
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
き
指
定
を
取
り
消
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
並
び
に

　

取
り
消
し
た
日
及
び
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
。〕

　

臨^
床
工
学
技
士
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正）

第
十
八
条

　

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中

　

厚
生
労
働
大
臣
一

　

を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

】

　

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
九
号
）
第
二
十
四
条
第
二
号

二

　

毅
肢
装
具
士
法
施
行
規
則

昭^
和
六
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
号）
第
二
十
四
条
第
二
号

三

　

救
急
救
命
士
法
に
基
づ
く
指
定
登
録
機
関
及
び
指
定
試
験
観
閲
に
関
す
る
省
令

　

＾
平
成
三
年
厚
生
省
令
第
四
十

五
号
Ｖ

　

第
十
六
条
第
二
号

四

　

精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
（平
成
十
年
厚
生
省
令
第
十
一
号）
第
一
条
第
六
項
第
二
号
及
び
第
三
号

五

　

－言
語
聴
覚
士
法
に
基
づ
く
指
定
登
録
機
関
及
び
指
定
試
験
機
関
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
七
十

五
号
）
第
十
六
条
第
二
号

第
二
十
条

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

　

＾
平
成
七
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号ｙ

　

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　

第
七
十
六
条
中

浜
に
掲
げ
る
厚
生
労
勘
大
臣
の
権
限一
を
「法
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
三
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
法
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
．）
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
ー
に
、
「
第

　

一
号
に
掲
げ
る
権
限
＾
法
第
十
ニ
条
第
三
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
及
び
第
ニ
号
に
掲
げ
る
権
限
一
を
「
そ
の
権
区

に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
る
。

　

Ａ理
容
師
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正）

第
ニ
十
ー
条

　

理
容
師
法
施
行
規
則

平
成
十
年
厚
生
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

・
附
則
第
七
条
第
十
二
号
中
「
地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方
厚
生
支
局
長

　

＾
以
下
「
地
方
厚
生
局
長
等
」
と
い
う
Ｊ
ー

を
【
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
八
条
第
六
号
中
「
地
方
厚
生
局
長
等
」
を
「
都
道
府
県
知
事
Ｌ

　

に
改
め
る
．

　

＾
理
容
師
養
成
施
設
指
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

　

理
容
師
養
成
施
設
指
定
規
則

　

＾
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
五
号
｝

　

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
中
」
厚
生
労
働
大
屋一

　

を
一
当
該
指
定
に
係
る
理
容
師
養
成
施
設
所
在
地
の
都
道
府
県
知
ー淳一

　

に

改
め
，
同
条
第
四
項
を
削
る
。

　

第
六
条
第
一
項
中
【厚
生
労
働
大
臣ー
を
「当
該
指
定
養
成
施
設一所
在
地
の
都
道
府
県
知
事」
に
改
め、
同
項
後

段
を
削
り、
同
条
第
三
項
中

厚
生
労
働
大
臣一
を
一当
該
指
定
養
成
施
設
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事」
に
改
め、

同
項
後
段
を
削
る
。

　

第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
当
該
指
定
養
成
施
設
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」

　

に
改
め
る
．

　

第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
屋

を
一
指
定
養
成
施
設
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」
に
改

め
る
．

　

（
美
容
師
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

　

美
容
師
法
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
七
号
）
の
ー
部
を
次
の
よ
う
に●改
正
す
る
。

　

附
則
第
七
条
第
十
二
号
中
「
地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方
厚
生
支
局
長
（
以
下
「
地
方
厚
生
局
長
等
」
と
い
う
Ｊ
」

　

を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
八
条
第
六
号
中
ー地
方
厚
生
局
長
等
ー
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。




